
文部科学省
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」

学生の社会的・職業的
自立を促す教育開発

産学協働による

日時

2014 年 2月 18日（火）
13:00 ～ 16:35
会場 ステーションコンファレンス東京

サピアホール

主催
東京都千代田区丸の内 1－7－12 サピアタワー５F

関越地域大学グループ 18校
（幹事校：新潟大学）

プログラム
13:00　 幹事校挨拶     新潟大学教授  箕口秀夫

13:10　 基調講演　     名古屋商科大学 経営学部教授  亀倉正彦 氏
  　　　   演題：「アクティブラーニングの実践とその評価、そして課題」
14:10     休憩

14:20　テーマ別講演

　　１「学生の社会的・職業的自立に関する教育の改善・改革」　群馬大学教授 　松元宏行

    ２「自律的人材育成のための PBL 型インターンシップの高度化」　新潟大学特任教授  里村孝一

　３「学生のキャリアパス・キャリア準備性の確立を目的とした教育実践の質向上」 　西武文理大学教授  柏木孝之      

　質疑応答

15:30    取組事例学生発表     テーマ１：茨城大学      テーマ２：千葉科学大学      テーマ３：西武文理大学

　質疑応答

16:25　閉会挨拶　西武文理大学

16:35　閉会

関越地域大学グループ　シンポジウム

関越地域大学グループ（18大学）
　

新潟大学・茨城大学・植草学園短期大学・共栄大学・群馬大学・敬愛大学・上越教育大学・駿河台大学・聖学院大学
聖徳大学短期大学部・西武文理大学・千葉大学・千葉科学大学・千葉商科大学・新潟工科大学・新潟青陵大学
新潟青陵大学短期大学部・ものつくり大学

　関越地域18大学では「産学協働に

よる学生の社会的・職業的自立を促

す教育開発」事業を進めています。

　昨年度に引き続き2回目となる本

シンポジウムでは、基調講演をはじ

めテーマごとの進捗状況の報告のほ

か18校を代表して3校の学生が事例

発表を行います。

　多くの方にお集まりいただき、今

後に向けた活発な議論の場となりま

すことを願っています。


